





















顔 の動 きに関 して は,Ekmanら2)が開発 したFACS
(Facial　Action　Coding　System)を用いる.FACSは,解
剖学 に基づき,可 視的な顔面の動 きを記述するシステムであ
る.FACSで は,可 視的な表情筋の最小単位 である44個
のAU(ActionUnit)を用い ることにより,ほ とん ど全ての
種類の表情を記述す ることが可能 になった.FACSの 開発
以来,多 くの表情研究者 らがFACSを 用いた研究を実施 し
ている(高 橋 ら3)4)など).
【結果 ・考察】
高橋 ら3)の研究では,笑 顔 は 「AU6(頬 を持 ち上げる)
十AU12(口 角を上げる)」とい うAUの 組み合わせによっ
て示 され,デ ュシャン ・スマイル1)と一致す る傾向が見 られ
た.
そこでまず,笑 顔を構成す るために最 も重要なAUと 考 え
られ るAU12に 着 目し,AU12の みを表出 して,ス マイ
ルスキャン ・タブ レッ トで計測 した ところ,笑 顔度85%～
95%を 記録 した.こ のことか ら,口 角を上げるだけでも,
十分 に笑顔を表出できることが確認 された(表1).
続 けて,AU6とAU12を 同時に表出 し,ス マイルスキ
ャン ・タブ レッ トで計測 したところ,笑 顔度100%を 記録
した(表1).
これ らのことか ら,高橋 ら3)の研究によって報告 された笑
顔 と,ス マイルスキャン ・タブ レッ トで笑顔度100%と 計
測 された笑顔 を構成す るAUの 一致が確認 された.
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